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作用 と強い相互作用の間の壁が除かれたら, 素晴 らしいことでしょう｡更に重力場 も｡
こうして,夢はふくらむ一方でしょう｡
私は全くしろうとなので, ｢私にとって面白い｣ と言う以上のことは,何 も分か りま
せんoQCDの･一連の講演が終わったとき,私の後ろに居られた素粒子の著名な先生が
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に関するものであった｡ 7E凝縮とは, 7C中間子 と核子との結合系において,その密度を
高 くしていくと,ある密度で一種の densitywaveの生 じる相転移が起るというもので
ある｡ (物性の問題では,電子 一格子系の相転移,バイエルス転移の問題と似た一面が
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原子核に分裂 してそれがゆるく結合 したような状態が可能であろう｡ 例えば, 12C 核は
3個のα粒子に, 20N｡は 160とαに分れた励起状態が可能である｡これが分子的構造





































京大 ･理 村 尾 剛
基研 25周年記念シンポジウムの講演における物性の部の印象記を (非専門家として
)書けと言 う紋頬をうけた｡ここに･私なりに感じたことを述べよう｡ただし,メモと
記憶だけに頼った印象なので,学問的な内容にあるいは誤解 もあるかもしれず, もっと
正確で詳しい内容を知 りたい方は,基研発行の記念号に書かれた講演者自身の文章を読
まれるようお願いしたい｡物性の部の三つの講演は司会者の前おきによれば,･ その発展
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